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職
場
活
動･

宣
伝
強
化
で
１
万
人
組
織
に

針路

　

 

　 県
労
連
第
２
７
回
定
期
大
会
を
開
催
！

   

１
０
月
５
日
、
県
労
連
は
第
２
７
回
定
期
大
会
を
高
知
城
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
①

「戦
争
を
す
る
国
」
の
阻
止
、
②
職
場
活
動
の
活
性
化
、
③
未
組
織
の
組
織
化
と

地
域
相
談
所
の
設
置
の
３
本
柱
の
方
針
で
１
万
人
の
組
織
を
目
指
す
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
全
体
で
８
０
人
が
集
ま
り
、
今
後
の
奮
闘
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
来
賓

に
は
、
全
労
連
か
ら
渡
辺
事
務
局
次
長
、
日
本
共
産
党
高
知
県
委
員
会
か
ら
春
名

書
記
長
、
四
国
労
金
か
ら
中
谷
常
任
理
事
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

酒
場
詩
人
・
吉
田
類
氏
と

飲
む
機
会
が
あ
っ
た
。
某

居
酒
屋
の
Ｆ
Ｍ
高
知

「
類

語
録
」
の
収
録
。
仁
淀
川

町
出
身
の
県
愛
み
な
ぎ
る
コ
メ
ン
ト
に
共

感
。
高
知
の
た
め
に
い
く
ら
で
も
自
分

を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
▲
つ
い
先

日
、
１
１
月
の
県
政
シ
ン
ポ
の
打
ち
合

わ
せ
。
医
労
連
時
代
か
ら
の
知
り
合
い

の
近
森
会
の
近
森
正
幸
理
事
長
と
再

会
。
県
政
発
展
への
強
い
思
い
で
政
策
提

言
。
グ
ル
ー
プ
内
２
千
人
の
雇
用
で
も

貢
献
▲
ま
た
、
居
酒
屋
話
し
で
申
し
訳

な
い
が
、
あ
る
ト
マ
ト
農
家
の
ご
夫
婦
と

「遭
遇
」。
と
い
う
の
も
初
対
面
だ
か
ら

だ
。
し
か
し
、
既
に
Ｆ
Ｂ
友
達
。
こ
ん

な
つ
な
が
り
方
も
あ
る
の
だ
。
野
菜
ソ
ム

リ
エ
で
新
し
い
農
家
の
ス
タ
イ
ル
を
見
る
。

農
家
同
士
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
多
様
に
つ

な
が
り
、
東
京
に
も
出
向
き
高
知
を

売
り
出
し
て
い
る
▲
臨
時
国
会
の
安
倍

内
閣
の
金
看
板
が
、
「
地
方
創
生
」
。

散
々
壊
し
て
お
い
て
何
を
い
ま
さ
ら
。

選
択
と
集
中
で
、
中
山
間
潰
し
、
道
州

制
へ
の
導
入
か
と
の
懸
念
。
創
世
す
る

の
は
、
規
制
特
区
と
の
疑
念
。
海
外
訪

問
４
９
か
国
と
歴
代
首
相
で
最
多
。
し

か
し
、
国
民
生
活
や
地
方
に
目
が
向
い

て
い
な
い
▲
福
井
地
裁
の
原
発
差
し
止
め

判
決
。
憲
法
２
５
条
、
１
３
条
に
基
づ

く
人
格
権
。
豊
か
な
郷
土
に
確
か
に
根

付
い
た
生
活
。
こ
れ
が
国
富
で
あ
り
、

幸
福
の
総
体
と
し
て
の
人
格
権
▲
ご
ま

か
し
の

「
地
方
創
世
」
で
は
な
く
、
そ

こ
に
根
付
い
た
生
活
と
経
営
、
営
業
の

立
て
直
し
こ
そ
急
務
。
（
田
）

「戦
争
を
す
る
国
」
を
阻
止
す
る

　  

特
定
秘
密
保
護
法
の
強
行
採
決
や
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
の
閣
議
決
定

な
ど
、
「戦
争
を
す
る
国
」
へと
突
き
進

む
安
倍
内
閣
の
暴
走
を
阻
止
す
る
６
つ

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
①
憲
法
懇

談
会
を
中
心
と
し
た
さ
ら
に
広
範
な
共

同
の
拡
大
と
強
化
、
②
輝
け
憲
法
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
軸
に
し
た
日
常
的
な
宣
伝
活
動

の
強
化
、
③
全
労
連
や
県
労
連
の
資
料

を
活
用
し
た
組
織
内
で
の
議
論
強
化
、

④
１
１
月
２
４
日
に
開
催
す
る
県
民
集

会
な
ど
、
平
和
集
会
の
開
催
と
結
集
、

⑤
「憲
法
９
条
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
」、

「輝
け
憲
法
署
名
」、
「原
水
爆
禁
止
ア

委員長

　田口　朝光 （県労連･再）

副委員長

  中根　豊作 （県教組･再）

　樫原　正彦 （県労連･再）

　畑山　佳代 （年金者組合･再）

　筒井　敬二 （自治労連･再）

　前田　研　　（高知一般･再）

　橋詰　雅彦 （建交労･再）

書記長

  牧　　  耕生 （県労連･再）

書記次長

　金子　竜太 （医労連･再）

　中岡　健太（こうち生協労組･再）

　森永　真史 （高知一般･新）

執行委員

　八木　敬三郎 （須崎労連･再）

　小松　貴徳 （県国公･再）

　高月　陽生 （自治労連･再）

　小澤　幸次郎 （年金者組合･新）

　谷内　康浩 （高教組･再）

　川村　寿美子 （医労連･新）

　牧田　寛　　（高知一般･再）

　山崎　正人 （建交労･再）

　大原　髙宏(特殊製鋼所労組･再)

　筒井　典子 （高知自治労連･再)

執行部の紹介

　

ピ
ー
ル
署
名
」
の
３
つ
署
名
に
取
り
組

む
、
⑥
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
幅
広

い
共
同
の
構
築
（Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
等
の
活

用
）
を
進
め
、
亡
国
へと
進
む
安
倍
内

閣
へス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

職
場
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
む

　 

こ
の
間
政
府
が
進
め
て
き
た
構
造
改

革
に
よ
る
人
員
削
減
や
競
争
原
理
の
導

入
に
よ
っ
て
、
多
く
の
職
場
で
長
時
間･

過
密
労
働
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
れ
が
、
日
常
生
活
や
組
合
活
動

を
よ
り
困
難
に
す
る
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　 

県
労
連
で
は
、
各
産
別･

単
組
で
職

場
活
動
を
見
直
し
を
行
い
、
職
場
活
動

の
活
性
化
に
本
格
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
産
別
や
単
組
・
支

部
の
活
動
調
査
を
行
い
、
各
組
織
が
抱

え
る
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
、
一
緒
に

な
っ
て
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　 

ま
た
、
少
数
職
場
や
１
人
職
場
が
増

加
す
る
中
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
組
合
活
動
も
進
め
て
行
き
ま

す
。
す
で
に
、
県
労
連
Ｈ
Ｐ
で
「テ
レ
ビ

に
出
た
県
労
連
」の
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、

県
労
連
の
活
動
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
下
さ
い
。

未
組
織
の
組
織
化
と
地
域
相
談
所

　 

未
組
織
の
組
織
化
を
攻
勢
的
に
進
め

る
た
め
に
、
組
織
拡
大
特
別
会
計
を
作

り
、
宣
伝
活
動
の
抜
本
的
強
化
を
図

り
ま
す
。
消
防
看
板
や
ラ
ジ
オ
の
ス
ポ
ッ

ト
宣
伝
な
ど
に
よ
っ
て
、
県
労
連
や
労

働
相
談
セ
ン
タ
ー
を
労
働
者
へア
ピ
ー
ル

し
ま
す
。
ま
た
、
東
西
に
長
い
高
知
県

の
地
理
的
条
件
に
合
わ
せ
、
地
域
各
地

で
未
組
織
労
働
者
の
相
談
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
地
域

（土
佐
清
水
、
幡
多
、

須
崎
、
安
芸
、
嶺
北
、
香
美
な
ど
）
相

談
所
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
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発
言
の
ま
と
め

県
教
組
　
畑
山
代
議
員

高
知
一
般
　
森
永
代
議
員

室
戸
労
連
　
山
田
代
議
員

宇
治
電
労
組
　
柳
執
行
委
員

県
国
公
　
矢
野
代
議
員

自
治
労
連
　
吉
田
代
議
員

県
労
連
青
年
部
　
川
村
代
議
員

郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
　
成
岡
代
議
員

県
国
公
　
大
塚
代
議
員

自
交
総
連
　
横
田
代
議
員

こ
う
ち
生
協
労
組
　
東
代
議
員

　
臨
時
教
員
が

不
足
し
て
お

り
、
１
ヶ
月
以

上
も
の
間
、
病

休
し
た
教
員
の

代
替
が
置
け
て

い
な
い
も
の
は
県

教
委
が
把
握
し

て
い
る
も
の
だ
け
で
も
４
２
件
。
臨
時
教

員
の
処
遇
改
善
を
早
急
に
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
高
知
県
で
は
、
任

期
の
空
白
を
運
動
で
２
日
少
な
く
さ
せ

た
。
さ
ら
に
拡
充
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
最
重
要
課
題

は
最
低
賃
金
の

問
題
。
清
掃
職

場
で
は
、
賃
金

が
毎
年
減
ら
さ

れ
て
き
た
。
最

低
賃
金
が
、
低

賃
金
の
理
由
に

さ
れ
て
い
る
。
高
知
市
で
は
公
共
事
業

調
達
条
例
が
改
善
さ
れ
、
賃
金
の
下

限
が
設
定
さ
れ
る
。
労
働
者
の
賃
金
を

下
支
え
し
、
人
材
不
足
に
も
効
果
が
あ

る
。
こ
れ
を
機
に
、
公
契
約
条
例
を
他

の
市
町
村
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

　
ビ
キ
ニ
被
災
調

査
の
報
告
。
広

島
大
学
の
協
力

の
下
、
血
液
と

歯
の
被
曝
線
量

を
調
査
し
、
最

大
３
１
９
シ
ー
ベ

ル
ト
（広
島
の
爆

心
地
か
ら
１
．
６
㎞
と
同
じ
線
量
）も
の

線
量
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
厚
労
省

か
ら
も
今
ま
で
は
存
在
し
て
い
な
い
と
さ

れ
て
い
た
資
料
も
出
て
き
た
。
す
で
に

亡
く
な
ら
れ
た
方
も
多
い
が
、
被
災
者

の
救
済
へ今
後
も
前
進
し
て
い
き
た
い
。

　
国

内

製

造

業
、
特
に
電
力

を
使
う
産
業
に

大
き
く
電
力
値

上
げ
の
影
響
が

出
て
い
る
。
値

上
げ
分
を
作
業

効
率
で
カ
バ
ー

す
る
の
は
も
は
や
限
界
で
あ
る
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
な

ど
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
社
会
コ
ス
ト
に

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
は
１
０
月
３
０
日
に

判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る
。
皆
さ
ん
の
支

援
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
今
後
も
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。
８
月
に
出
さ
れ
た
人

事
院
勧
告
で
は
、
給
与
と
一
時
金
は
上

が
っ
た
が
、
全
体
の
賃
金
は
下
が
る
。
今

回
は
、
時
限
的

な
賃
下
げ
で
は

な
く
、
恒
久
的

に
賃
金
を
減
ら

す
方
向
を
打
ち

出
し
た
。
全
力

で
反
対
し
て
い

く
。

　
定
員
管
理
が

進
め
ら
れ
、
非

正
規
労
働
者
が

増
加
す
る
と
共

に
、
正
規
労
働

者
へ
も
し
わ
寄

せ
が
来
て
い
る
。

非
正
規
の
拡
大

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。
保
育
の
新
制

度
や
憲
法
の
問
題
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
進
め

て
い
る
。

　
体
制
的
に
大

変
厳
し
い
な
が

ら
も
、

最
低

デ
ー
で
の
街
頭

宣
伝
や
９
月
９

日
に
開
催
し
た

「９
条
」
を
守
る

取
り
組
み
へ
積

極
的
に
参
加
し
て
き
た
。
課
題
も
多
い

　
時
給
９
０
０
円

で
月
給
１
１
万

円
と
少
し
。
新

一
般
職
が
出
来

て
、
非
正
規
か

ら
の
登
用
が
あ
っ

た
が
、
年
賀
ハ
ガ

キ
な
ど
の
成
績

　
安
倍
首
相
の

言
う
岩
盤
規
制

と
は
、
私
た
ち

が
人
間
ら
し
く

働
く
た
め
の
最

低

限

度

の
規

制
。
こ
れ
が
改

が
、
そ
れ
を
青
年
部
だ
け
の
課
題
と
し

て
で
は
な
く
、
県
労
連
の
課
題
と
し
て

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

が
良
く
な
い
と
採
用
は
さ
れ
な
い
。
均

等
待
遇
を
求
め
る
裁
判
で
は
、
就
業
規

則
な
ど
も
正
規
と
同
等
の
も
の
を
求
め

て
い
く
。

悪
さ
れ
れ
ば
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を
合
法

化
し
て
し
ま
う
。
郵
政
産
業
労
働
者
ユ

ニ
オ
ン
で
、
均
等
待
遇
を
求
め
る
裁
判
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
労
働
者
派

遣
法
が
改
悪
さ
れ
れ
ば
、
現
在
の
非
正

規
労
働
者
を
す
べ
て
派
遣
に
変
え
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
雇
用
規
制
の
改

革
は
絶
対
反
対
で
あ
る
。

　
運
送
会
社
の

組
合
で
は
、
団

体
交
渉
を
す
る

中
で
、
同
じ
問

題
が
四
国
全
体

で
起
き
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
、

香
川
で
も
組
合

員
が
加
入
し
た
。
高
知
で
の
闘
い
が
四

国
全
体
へと
広
が
り
を
作
り
出
し
て
い

る
。
今
後
も
各
県
労
連
と
共
同
し
、
四

国
全
体
に
仲
間
を
組
織
し
て
い
く
た
め
に

奮
闘
す
る
。

　
純
増
に
こ
だ
わ

り
、
非
正
規
の

組
織
化
を
中
心

に
進
め
て
き
た
。

今
年
で
４
年
連

続

の
純

増

と

な
っ
た
が
、
組
織

し
た
パ
ー
ト
の
仲

間
の
定
年
退
職
な
ど
、
困
難
な
部
分

も
あ
っ
た
が
、
継
続
し
た
組
織
拡
大
の

中
で
、
理
事
会
と
の
対
等
平
等
な
関

係
の
構
築
を
目
指
し
た
。
労
組
カ
フ
ェ

な
ど
の
企
画
を
開
催
し
、
パ
ー
ト
の
組

合
員
が
仲
間
に
声
を
掛
け
る
形
が
で
き

て
き
た
。
執
行
部
が
力
を
付
け
て
き
た

こ
と
で
、
労
使
間
の
力
関
係
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
今
年
度
中
に
５
０
人
の

パ
ー
ト
組
織
を
目
指
し
奮
闘
し
て
い
く
。



　

(3)２０１４年１０月１０日　　　　 　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　　　ＮＯ．１６７

労
働
者
守
る
公
契
約
条
例
に
改
正
さ
れ
る

高
知
市
「
労
働
報
酬
下
限
額
」
を
設
定

県労連ＨＰへゴー！

ＨＰを見るのも

　 組合活動(^_^)v

医
労
連
　
杉
内
代
議
員

執
行
部
　
中
根
副
委
員
長

年
金
者
組
合
　
竹
村
代
議
員

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
　
岡
原
代
議
員

　
労
働
相
談
へ

寄
せ
ら
れ
る
相

談
は
、
正
規
労

働
者
か
ら
の
相

談
が
多
い
が
、

内
容
と
し
て
は

正
規
も
非
正
規

も
変
わ
ら
な

い
。
未
組
織
労
働
者
の
組
織
と
い
う
点

で
相
談
セ
ン
タ
ー
への
期
待
は
大
き
い
。

相
談
セ
ン
タ
ー
を
全
県
に
広
げ
て
い
く
た

め
に
も
、
限
定
的
な
財
政
措
置
で
は
な

く
、
安
定
的
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
各
組
織
・個
人
へ賛
助

金
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
年
金
削
減
中

止
の
請
願
を
全

国

で
２
７
万

筆
、
高
知
で
２

３
０
０
筆
を
や

り
切
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
安
倍

政
権
へ
退
陣
を

突
き
つ
け
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の

自
信
へと
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
統
一
戦
線
を
大
き
く
し
て
い

き
た
い
。
安
倍
内
閣
の
亡
国
への
道
は
進

ん
で
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
私
た
ち

の
闘
い
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
近
年
、

若
者
が
立
ち
上
が
り
、
国
会
を
包
囲

す
る
姿
を
見
て
、
大
変
勇
気
付
け
ら

　
国
立
病
院
か

ら
独
立
行
政
法

人
へ
と
な
り
、

そ
の
後
民
営
化

さ
れ
る
。
国
の

枠
組
み
か
ら
外

れ
る
事
に
よ
っ
て

今
後
は
労
使
協

議
に
よ
っ
て
賃
金
水
準
が
決
ま
る
よ
う
に

な
る
。
力
関
係
で
負
け
な
い
よ
う
奮
闘

す
る
。
ま
た
、
職
場
で
は
パ
ワ
ハラ
問
題

が
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
苦
情
処
理

委
員
会
で
は
な
か
な
か
前
進
し
な
い
。

安
全
衛
生
委
員
会
を
活
性
化
し
、
対

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。　

現
在
、
労
金

に
は
２
８
人
の
理

事
が
い
る
が
、
県

労
連
か
ら
は
１

人
の
理
事
し
か

出
て
い
な
い
。
県

労
連
か
ら
の
理

事
を
増
や
す
と

共
に
、
友
の
会
や
生
協
か
ら
の
理
事
を

増
や
す
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
高
知
県

は
、
「推
進
役
」
を
置
か
ず
、
推
進
委

員
会
が
奮
闘
し
て
い
る
。
組
合
員
の
身

近
な
相
談
者
と
し
て
、
労
金
活
動
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
９
月
２
６
日
、
高
知
市
議
会
は
市
の
発
注
す
る
公
共
工
事
の
一
部
や
清
掃
委
託
業

務
、
全
て
の
指
定
管
理
業
務
に
労
働
報
酬
下
限
額
を
定
め
、
事
業
者
に
適
正
な
支

払
を
義
務
付
け
る
「公
共
調
達
条
例
」改
正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
県

内
で
賃
金
に
下
限
額
を
設
定
し
た
の
は
初
。
公
契
約
条
例
を
高
知
市
か
ら
他
の
自

治
体
や
高
知
県
へ
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

労
働
条
件
確
保
が
社
会
的
価
値
に

　
平
成
２
７
年
の
１
０
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
条
例
に
は
、
「労
働
者
の
適
正
な

労
働
条
件
を
確
保
す
る
こ
と
等
の
社
会

的
価
値
」
と
い
う
観
念
を
加
え
る
と
と

も
に
、
７
条
に
「労
働
報
酬
下
限
額
」が

定
め
ら
れ
、
「理
念
条
例
」
か
ら
具
体

的
な
規
程
を
定
め
た
「公
契
約
条
例
」へ

と
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
体
か
ら
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
出
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
世
論
が
形
成
さ
れ
た
結
果
と

言
え
ま
す
。

県
交
渉
・
国
民
大
運
動
で
の
要
求

　
県
労
連
で
は
、
毎
年
秋
に
、
雇
用
の

場
確
保
や
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め

る
要
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
要

請
結
果
を
、
県
労
連
も
加
盟
す
る
国

民
大
運
動
の
副
知
事
交
渉
へ積
み
上
げ

て
い
ま
す
。
昨
年
の
交
渉
で
は
、
県
は

「民
と
民
の
契
約
に
介
入
で
き
な
い
」
と

す
る
従
来
の
姿
勢
は
崩
さ
な
い
な
が
ら

も
、
公
共
事
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の

賃
金
に
つ
い
て
は
、
調
べ
た
い
と
い
う
言

葉
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
高
知
市
の
公

れ
て
い
る
。

共
調
達
条
例
の
改
正
は
、
公
契
約
条
例

の
制
定
に
向
け
、
県
政
を
さ
ら
に
大
き

な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

安
い
＝
良
い
と
い
う
認
識
か
ら
の
転
換

　
公
共
調
達
条
例
は
、
１
億
５
０
０
０
万

円
以
上
の
工
事
の
請
負
契
約
、
５
０
０

万
円
以
上
の
建
物
清
掃
委
託
業
務
、

そ
し
て
全
て
の
指
定
管
理
業
務
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
高
知
市
が
行
う
多
く
の

事
業
に
適
応
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
実
際
の
労
働
報
酬
下
限
額
に
つ
い
て

も
、
公
共
工
事
は
「公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
」を
、
業
務
委
託
契
約
や
指
定

管
理
に
つ
い
て
は
、
「高
知
市
に
適
用
さ

れ
る
生
活
保
護
基
準
」を
参
考
と
し
な

が
ら
、
熟
練
度
等
を
勘
案
し
て
委
員
会

で
下
限
額
を
決
定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
来
、
市
が
直
営
で
行
っ
て
き
た
業
務

を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
特
に
業
務
品
質
の
維
持
や
向
上
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
担
保
す
る

た
め
に
も
、
労
働
条
件
の
最
低
基
準
の

設
定
が
必
要
と
し
て
お
り
、
公
共
事
業

に
お
い
て
は
、
「安
け
れ
ば
安
い
ほ
ど
良

い
」
で
は
な
く
、
「適
正
な
価
格
」
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

最
低
制
限
価
格
の
設
定
と

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
も
同
時
に
必
要

　
県
労
連
に
加
盟
す
る
高
知
一
般
の
組

合
に
は
、
県
の
施
設
の
清
掃
委
託
で
働

く
組
合
員
が
い
ま
す
が
、
県
が
発
注
す

る
清
掃
委
託
に
は
最
低
制
限
価
格
が
設

定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
競
争
入
札
の
激
化

に
よ
っ
て
、
価
格
低
下
分
は
労
働
者
の

賃
金
へ転
嫁
さ
れ
、
こ
こ
数
年
で
労
働

者
の
賃
金
は
最
低
賃
金
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
引

き
下
げ
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
契
約

条
例
の
制
定
と
と
も
に
、
最
低
制
限
価

格
の
設
定
な
ど
の
入
札
制
度
の
改
善
と

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
セ
ッ
ト

に
し
た
運
動
が
必
要
で
す
。

　
県
労
連
で
は
、
１
１
月
に
予
定
す
る
県

への
要
請
や
国
民
大
運
動
で
の
副
知
事

交
渉
で
、
公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

追
求
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
高

知
市
だ
け
で
な
く
、
全
県
の
市
町
村
へ

公
契
約
条
例
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
１
１
月
７
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

【
事
務
的
な
関
係
で
カ
ー
ド
の
発
送

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。】

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

時
事
川
柳
を
募
集
中
！

　

１
６
６
号
の
答
え
は
「
ヒ
ガ
ン

バ
ナ
」
で
し
た
。当
選
者
は
以
下
の

方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

沢
山
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
機
関
紙
の
感
想
な
ど
が
あ

れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

佐
藤　

ま
や　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

中
川　

亮　
　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

森
本　

健
一　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

【ヨコのカギ】

①その○○で店

に立ち寄る　③

首都はニューデ

リー　⑤いんち

き。 ――博打　

⑦ゴルフでアウト

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【タ
テ
の
カ
ギ
】
①
恋
○
○
、
溺

○
○
　
②
見
渡
せ
る
範
囲
。
―
―

良
好
　
③
い
つ
や
る
の
？
○
○
で

し
ょ
　
④
無
理
が
通
れ
ば
引
っ
込

む
　
⑥
秋
刀
魚
　
⑧
特
別
に
安
い

値
段
　
⑨
準
備
万
端
、
―
―
な
し

　
⑪
妻
と
子
　
⑬
こ
ん
な
の
○
○

の
口
　
⑮
○
○
一
つ
な
い
空

の対　⑧真打　⑩

財布――、 貿易

――　⑫○○場の

馬鹿力　⑭おどか

し。――射撃　⑯

それを――が鉄砲

で撃ってさ

おたよりの紹介

まもろう平和☆なくそう原発「
海
猿
」
が

「
う
ち
な
ー
」
を
狩
る
辺
野
古
海

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
（源
　
朝
光
）

敗
け
見
込
　
外
堀
埋
め
る
　
秋
の
陣

　
　     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（源
　
朝
光
）

○東京と高知、 物価がそう違うわけではあるまいに。 最低賃金

が211円も格差があるなんて。本当、全国最低の賃金制度。やっ

てられないですね。 高教組 （Ｈ･Ｏ）

in　こうち

○教員の病休者の数にびっくり！！どこの職場も大変なんですね。

人間関係が一番。 自治労連 （Ｍ･Ｓ）

○日本会議国会議員懇談会が、男女共同参画に反対していると

いうことに驚きました。また、会議に女性活躍相が加入している？

とても矛盾を感じました。 自治労連 （Ｃ･Ｓ）

秋
風
で 

ス
イ
レ
ン
さ
ざ
め
く 

モ
ネ
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
橋
　
狸
）

毎
朝
の 

花
子
と
ア
ン
に 

ご
き
げ
ん
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
橋
　
狸
）

競
泳
に
ビ
ン
ビ
！
と
は
し
ゃ
ぐ
我
が
息
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（牧
師
）

○農協職員に対する県労連活動のＰＲの場面が必要だと思いま

す。 自治労連 （Ｋ･Ｍ）

○ 「教育署名」 スタート集会の記載、 興味深く読みました。 自宅

近くの中学校もここ数日、朝５時過ぎに校長先生が出勤されていま

す ...。 環境改善が必要ですね。 自治労連 （Ｓ･Ｔ）

くらしと経済を守る道を語る

◇１０月２５日 （土） 13:30 ～

◇高知県立大学 （203 号 2 階）

◇資料代 300 円

大門みきし参院議員迎え

アベノミクスを斬る！

消費税 10％NO！！

【日　　程】 １１月２４日 （月･祝）

【時　　間】 １０ ： ３０～

【場　　所】 高知市中央公園

【内　　容】　　１０ ： ３０～　開会集会

　　１１ ： ２０～　デモ行進３コース

　　１２ ： ００～　マルシェ

　　１２ ： ３０～１５ ： ３０ライブ＆トーク

　

主催 ：消費税をなくす高知県の会、 消費税廃止

　　　　　高知県各界連絡会、 高知県商工団体連合会

主催：原発をなくす高知県民連絡会、郷土の軍事化に
　　　　反対する高知県連絡会、 憲法懇談会


